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2023年 4月 30日
ねん がつ にち

復活節第 4主日
ふっかつせつだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

教会は復活節第四主日を、世界召命祈願日と定めており、司祭や修道者への召命の
きょうかい ふっかつせつだいよんしゅじつ せ かいしょうめい き がん び さだ し さい しゅうどうしゃ しょうめい

ために特に祈りをお願いする日としています。今年は 2019年以来 4年ぶりに、東京 教区
とく いの ねが ひ こ とし ねん い らい ねん とうきょうきょう く

の一粒会が主催して、神学生や志願者と一緒に、召命祈願ミサがささげられます。
いちりゅうかい しゅさい しんがくせい し がんしゃ いっしょ しょうめい き がん

あらためてみなさまには、司祭や修道者への召命のために、またその道を歩んでいる
し さい しゅうどうしゃ しょうめい みち あゆ

神学生や志願者のために、お祈りくださるよう、お願いいたします。
しんがくせい し がんしゃ いの ねが

また、召命を語ることは、ひとり司祭や修道者への召命を語ることにとどまるのでは
しょうめい かた し さい しゅうどうしゃ しょうめい かた

なく、すべてのキリスト者、特に信徒に固有の召命を語ることでもあります。
しゃ とく しん と こ ゆう しょうめい かた

第二バチカン公会議の教会憲章には、こう記されています。
だい に こうかい ぎ きょうかいけんしょう しる

「信徒に固有の召命は、現世的なことがらに従事し、それらを神に従って秩序づけな
しん と こ ゆう しょうめい げん せ てき じゅう じ かみ したが ちつじょ

がら神の国を探し求めることである。自分自身の務めを果たしながら、福音の精神に導
かみ くに さが もと じ ぶん じ しん つと は ふくいん せいしん みちび

かれて、世の聖化のために、あたかもパン種のように内部から働きかけるためである」
よ せい か だね ない ぶ はたら

（31）

「自分自身の務めを」社会の中で果たしながら、「パン種のように内部から働きかける」
じ ぶん じ しん つと しゃかい なか は だね ない ぶ はたら

召命を生きる人がいま必要です。「福音の精神に導かれて、世の聖化」のために召命
しょうめい い ひと ひつよう ふくいん せいしん みちび よ せい か しょうめい

を生きる人がいま必要です。召命は、特別な人の特別な役割のことだけを語っているの
い ひと ひつよう しょうめい とくべつ ひと とくべつ やくわり かた

ではなく、すべてのキリスト者に与えられている使命について、責任を持つようにと求
しゃ あた し めい せきにん も もと

めるものです。

ヨハネ福音はよい牧者であるイエスの姿を記します。羊はよい牧者の声を聞き分け、従
ふくいん ぼくしゃ すがた しる ひつじ ぼくしゃ こえ き わ したが

うことで、救いへとつながる羊の門へと導かれます。よい牧者であるキリストの声を聞
すく ひつじ もん みちび ぼくしゃ こえ き

き分け、よい牧者が示す道を見いだし、それをすべての人に届けるためには、一人ひと
わ ぼくしゃ しめ みち み ひと とど ひと り
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りのキリスト者の働きが必要です。暗闇に彷徨う多くの人に、永遠のいのちへとつなが
しゃ はたら ひつよう くらやみ さま よ おお ひと えいえん

る道を示すのは、わたしたち教会の務めです。
みち しめ きょうかい つと

互いへの信頼が失われ個人主義の深まる社会にあって、パン種のように、「神に従って
たが しんらい うしな こ じんしゅ ぎ ふか しゃかい だね かみ したが

秩序づけながら神の国を探し求める」召命に生きる人の存在が、これまで以上に必要
ちつじょ かみ くに さが もと しょうめい い ひと そんざい い じょう ひつよう

です。たとえ一人の働きは小さくとも、まさしく小さなパン種がパンを大きく膨らませ
ひと り はたら ちい ちい だね おお ふく

るように、その働きは福音宣教に大きな実りを生み出します。
はたら ふくいんせんきょう おお みの う だ

牧者であるキリストの声が、社会に大きく響き渡るように、すべての人に届くように、努
ぼくしゃ こえ しゃかい おお ひび わた ひと とど つと

めましょう。世の終わりまでともにいてくださる主に信頼しながら、その声がすべての人
よ お しゅ しんらい こえ ひと

の心に響き渡るように、わたしたち一人ひとりに与えられている召命を見つめ直して
こころ ひび わた ひと り あた しょうめい み なお

みましょう。


